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当
社
は
、
２
０
１
５
年
３
月
14
日
の
北

陸
新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

管
内
の
新
幹
線
５
駅（
金
沢
駅
、新
高
岡
駅
、

富
山
駅
、黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
、糸
魚
川
駅
）

に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
の
広
告
媒
体

を
計
１
１
８
面
（
表
１
に
内
訳
）
設
置
し

ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
事
前
の
受
注
段
階

で
ほ
ぼ
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
代
理
店
の
皆
様
の
ご
協

力
に
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
金
沢
駅
】

　

金
沢
駅
で
は
、
東
西
自
由
通
路
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
58
面
（
写
真
①
、
②
）、

新
幹
線
改
札
内
に
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
４
面
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
８
面
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

東
西
自
由
通
路
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
の
内
、
通
路
方
向
に
対
面
す
る
40
面
は写真①

北陸新幹線

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

交
通
メ
デ
ィ
ア
本
部
／
北
陸
支
店

北
陸
新
幹
線
の
新
設
駅
メ
デ
ィ
ア

表１／北陸新幹線新設駅メディア面数内訳

＊（）内は、JR 西日本（金沢駅）、黒部市（黒部宇奈月温泉駅）設置分の面数

駅名

金沢

新高岡

富山

黒部宇奈月温泉

糸魚川

合計

デジタルサイネージ
（ノンタッチ）

62

−

10

3

1

76

タッチパネル式
デジタルサイネージ

＊（3）

1

−
＊（1）

−

1

LEDサインボード

8

15

4

8

6

41

合計

70

16

14

11

7

118
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Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
地
元
の
観
光
情
報
も
含
め
、

複
数
の
広
告
主
に
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
し
て
販

売
し
、
同
期
放
映
に
よ
る
広
告
ジ
ャ
ッ
ク

を
可
能
と
し
た
他
、
鉄
道
の
輸
送
障
害
の

際
に
は
、
異
常
時
案
内
も
可
能
な
シ
ス
テ

ム
を
付
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
通
路
脇
の

改
札
口
や
商
業
施
設
に
対
面
す
る
18
面
及

び
改
札
内
の
４
面
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
並
び
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
面
毎

に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
、
改
札
口
や
み

ど
り
の
窓
口
付
近
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
３
面
を
設
置
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
取
得
し
た
時
刻
表
、
駅
構
内
図
、

列
車
運
行
情
報
に
加
え
、
周
辺
地
図
等
も

収
容
し
、
お
客
様
が
画
面
下
の
ア
イ
コ
ン

に
タ
ッ
チ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
オ

ン
デ
マ
ン
ド
で
表
示
し
ま
す
。
運
行
情
報

と
周
辺
地
図
に
つ
い
て
は
、英
語
、中
繁
体
、

中
簡
体
、
ハ
ン
グ
ル
へ
の
切
り
替
え
も
可

能
で
す
。

【
新
高
岡
駅
】

　

新
高
岡
駅
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
15
面
と
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
１
面
（
写
真
③
）
を
設
置
し
ま

し
た
。
前
者
は
面
毎
に
販
売
し
、
後
者
は

待
機
画
面
を
広
告
主
に
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
し

て
販
売
す
る
他
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
Ｊ
Ｒ

の
業
務
用
情
報
や
地
元
の
観
光
・
イ
ベ
ン

ト
情
報
も
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

【
富
山
駅
】

　

富
山
駅
で
は
、
新
幹
線
改
札
内
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
10
面
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ン

ボ
ー
ド
４
面
の
計
14
面
を
設
置
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
へ
の
主
導
線
上
の
４
面
（
写
真
④
）

に
つ
い
て
は
複
数
の
広
告
主
で
タ
イ
ム

シ
ェ
ア
し
て
同
期
放
映
し
、
そ
の
他
の
媒

体
は
面
毎
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
】

　

黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
で
は
、
改
札
外
に

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
３
面
、
改
札
内
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
８
面
の
計
11
面
を

設
置
し
、
面
毎
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
黒
部
市
が
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
１
面
（
写
真
⑤
）

を
設
置
し
、
待
機
画
面
で
公
共
交
通
情
報

を
表
示
し
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
Ｊ
Ｒ
の
業

務
用
情
報
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

【
糸
魚
川
駅
】

　

糸
魚
川
駅
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

１
面
（
写
真
⑥
）、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

の
６
面
の
計
７
面
を
設
置
し
ま
し
た
。
前
者

は
新
幹
線
改
札
の
外
側
正
面
に
設
置
し
、
複

数
の
広
告
主
に
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
新

幹
線
改
札
内
お
よ
び
階
段
見
付
で
、
面
毎

に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　　

媒
体
の
開
発
及
び
販
売
を
通
じ
て
、
北

陸
新
幹
線
へ
の
地
元
の
皆
様
の
大
き
な
期
待

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
つ
つ
、
代
理
店
様
や
広

告
主
様
の
ご
要
望
に
全
て
は
お
応
え
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
、臨
時
的
な
Ｓ
Ｐ
広
告
の
他
、

利
用
実
態
に
合
わ
せ
て
、
媒
体
の
追
加
開
発

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

写真③

写真⑤

写真⑥

写真④

写真②
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「グランドサークル」
監事　佐々　亨（㈱東京メディアサービス）

　
「
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
」
を
知
っ
た
の
は
随
分

と
昔
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
南
西
部

の
レ
イ
ク
パ
ウ
エ
ル
を
中
心
に
半
径
２
３
０
キ

ロ
の
範
囲
を
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
と
呼
び
、
円

内
に
は
８
箇
所
の
国
立
公
園
を
は
じ
め
多
く
の

景
勝
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
次
々
と
巡
る
の

が
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
の
旅
で
す
。
各
公
園
は

ラ
ス
ベ
ガ
ス
な
ど
の
大
き
な
都
市
か
ら
は
離
れ

て
い
る
上
、
公
共
交
通

機
関
は
な
い
の
で
主
た

る
移
動
手
段
は
レ
ン
タ

カ
ー
で
の
ド
ラ
イ
ブ
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
旅
の
醍
醐
味
は

国
立
公
園
の
景
観
で

す
。
遥
か
彼
方
ま
で
広

が
る
峡
谷
、
何
百
メ
ー

ト
ル
も
切
り
立
っ
た
絶

壁
、
聳
え
る
一
枚
岩
の

山
、
様
々
な
色
の
地
層

が
帯
を
成
す
崖
、
ど
れ

も
が
巨
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
現
れ
、
訪
れ
る
者
を

圧
倒
し
ま
す
。
地
殻
変
動
に
よ
り
沈
下
し
堆
積

し
隆
起
し
褶
曲
し
た
大
地
を
雨
や
川
が
浸
食
し

或
い
は
風
化
し
て
大
峡
谷
、
巨
岩
、
尖
塔
、
ア
ー

チ
な
ど
を
形
成
し
ま
し
た
。
岩
の
大
地
に
刻
ま

れ
た
悠
久
の
時
を
感
じ
、
自
然
の
作
り
上
げ
る

不
思
議
に
驚
き
、
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ
の
前
で
は

人
間
が
些
細
な
存
在
に
思
え
ま
す
。

　

公
園
は
景
観
だ
け
で
も
十
分
に
満
喫
で
き
ま

す
が
、
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

で
す
。
岩
山
を
上
っ
た
り
、川
の
中
を
歩
い
た
り
、

奇
岩
の
間
を
巡
っ
た
り
と
ハ
イ
カ
ー
の
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
気
軽
に
大
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
園
間
に
は
距
離
が
あ
り
車
で
平

均
３
時
間
程
度
か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
ド
ラ
イ

ブ
自
体
も
旅
の
魅
力
で
す
。
地
平
線
に
向
け
真
っ

す
ぐ
伸
び
る
道
、
地
層
が

変
わ
れ
ば
色
も
変
わ
る
段

丘
、
開
拓
者
が
辿
っ
た
で

あ
ろ
う
不
毛
の
原
野
、
森

林
地
帯
、
荒
れ
地
、
断
崖

と
変
化
す
る
地
形
な
ど
ド

ラ
イ
ブ
で
も
公
園
と
同
じ

よ
う
な
雄
大
な
自
然
を
味

わ
え
ま
す
。

　

最
初
は
同
級
生
と
の
気

楽
な
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
で
し

た
。
自
然
の
造
形
美
に
感

動
し
て
「
も
う
一
度
来
よ

う
」
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
周
す
る
に
は

急
い
で
も
１
週
間
程
度
の
日
数
を
要
し
ま
す
。

社
会
人
に
と
っ
て
は
数
年
に
一
度
の
大
型
連
休

に
で
も
巡
り
合
わ
な
い
と
行
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
20
年
後
に
長
期
の
休
み
が
取
れ
る

機
会
が
あ
り
、
家
族
と
旅
を
し
て
夢
を
叶
え
ま

し
た
。
訪
れ
れ
ば
初
回
同
様
に
感
動
が
あ
り
、

ま
た
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
た
の
で
良
き
思
い

出
と
し
て
心
に
し
ま
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
更
に
10
数
年
後
の
昨
年
、
再
び
纏
っ

た
休
み
が
取
れ
た
際
に
家
人
か
ら
「
長
距
離
ド

ラ
イ
ブ
が
で
き
る
う
ち
に
、
も
う
一
度
行
こ
う
」

と
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
の
長
距
離

運
転
は
衰
え
つ
つ
あ
る
身
体
能
力
を
考
え
れ
ば

還
暦
の
今
が
限
界
と
思
い
、
最
後
の
グ
ラ
ン
ド

サ
ー
ク
ル
ド
ラ
イ
ブ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
空
港

で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
直
後
は
久
々
の
右
側
通

行
、
左
ハ
ン
ド
ル
な
ど
に
お
た
お
た
し
つ
つ
、

何
と
か
最
初
の
公
園
ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
早
朝
に
行
動
を
開
始
し
午
前
中

に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
景
観
を
堪
能
、
暑
く
な
る

午
後
に
は
次
の
目
的
地
へ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
い

う
強
行
軍
で
２
０
０
０
キ
ロ
を
走
破
し
ま
し
た
。

各
地
は
再
訪
、
再
々
訪
で
し
た
が
大
自
然
は
常

に
新
鮮
で
心
が
洗
わ
れ
、
人
生
の
ア
ル
バ
ム
に

貴
重
な
写
真
を
残
せ
た
と
満
足
し
ま
し
た
。

　

年
が
明

け
た
先
日
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で

76
歳
と
69

歳
の
ご
夫

婦
の
グ
ラ

ン
ド
サ
ー

ク
ル
ド
ラ

イ
ブ
旅
行

記
を
目
に

し
ま
し
た
。

な
ん
と
な
く
元
気
を
も
ら
い
、
再
び
夢
が
で
き

た
気
が
し
ま
す
。

次
回
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

有名なデリケートアーチ

州道 U-T24 の風景
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年
比
98
・
２
％
）、「
雑
誌
広
告
費
」（
同

１
０
０
・
０
％
）、「
ラ
ジ
オ
広
告
費
」（
同

１
０
２
・
３
％
）、「
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
広
告

費
」
※
（
同
１
０
２
・
８
％
、
地
上
波
テ

レ
ビ
と
衛
星
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
合
計
）。
結

果
、「
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
広
告
費
」
は
同

１
０
１
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
費
」（
同
１
１
２
・
１
％
）
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
動
画
広
告
・
新
し
い
ア

ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
広
告
が
伸

び
、
初
の
１
兆
円
超
え
市
場
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広

告
費
」
も
同
１
０
０
・
８
％
と
３
年
連
続
で

前
年
を
上
回
り
、
全
体
の
押
し
上
げ
に
寄
与

し
ま
し
た
。

※
２
０
１
４
年
よ
り
区
分
を
変
更
し
、「
地

上
波
テ
レ
ビ
＋
衛
星
メ
デ
ィ
ア
関
連
」
を
テ

レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
と
し
ま
し
た
。

業
種
別
広
告
費

（
21
業
種
、
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
の
み
）

　

業
種
別
（
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
、
た
だ
し
衛

星
メ
デ
ィ
ア
関
連
は
除
く
）
で
は
、
全
21

業
種
中
14
業
種
が
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

主
な
増
加
業
種
は
、「
情
報
・
通
信
」（
同

１
０
７
・
２
％
、
衛
星
放
送
、
携
帯
電
話
料

金
サ
ー
ビ
ス
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
サ
ー

　

株
式
会
社
電
通
は
、
日
本
の
総
広
告
費

と
、
媒
体
別
・
業
種
別
広
告
費
を
推
定
し
た

「
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
日
本
の
広
告

費
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
内
で

１
年
間
（
１
～
12
月
）
に
使
わ
れ
た
広
告
費

を
、
マ
ス
四
媒
体
に
加
え
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ

デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
告
媒
体
費

と
広
告
制
作
費
に
つ
い
て
、
媒
体
社
や
制
作

会
社
の
ご
協
力
を
得
て
推
定
し
た
も
の
で
す
。

２
０
１
４
年
の
日
本
の
広
告
費
に
関
し
ま
し

て
、
以
下
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

総
広
告
費
６
兆
１
５
２
２
億
円
、
前

年
比
１
０
２
・
９
％　

３
年
連
続
で
前
年
実
績
を
上
回
る

　

２
０
１
４
年
の
総
広
告
費
は
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
や
ソ
チ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
４
な
ど
で
伸
長
し
た
後
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
要
因

な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
、
２
０
１
４
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

ブ
ラ
ジ
ル
大
会
な
ど
に
よ

り
緩
や
か
に
成
長
を
続
け
、
通
年
で
は
６
年

ぶ
り
に
６
兆
円
の
市
場
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

媒
体
別
広
告
費
の
概
要

　

媒
体
別
で
は
、「
新
聞
広
告
費
」（
前

媒体別構成比

（注）2014 年より、テレビメディア広告費は「地上波テレビ＋衛星メディア関連」とし、2012 年に遡及して集計した。

媒体別広告費（2012 年〜 2014 年）

（注）2014 年の（　）は広告費（億円）
（注）2014 年より、テレビメディア広告費は「地上波テレビ＋衛星メディア関連」として区分し、2012 年に遡及して集計した。

２
０
１
４
年

日
本
の
広
告
費

株
式
会
社
電
通

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ホ
ー
ム
・
メ
デ
ィ
ア
局

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
部

菊
池
　
晴
彦
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ビ
ス
な
ど
が
増
加
）、「
家
電
・
Ａ
Ｖ
機
器
」

（
同
１
０
７
・
１
％
、
電
気
掃
除
機
、
電
気
冷

蔵
庫
、
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
が
増
加
）、「
化
粧

品
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」（
同
１
０
５
・
６
％
、

シ
ャ
ン
プ
ー
＆
リ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
、
通
販
系
女
性
用
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
化

粧
品
な
ど
が
増
加
）、「
自
動
車
・
関
連
品
」

（
同
１
０
３
・
４
％
、
ワ
ゴ
ン
、
輸
入
Ｓ
Ｕ

Ｖ
な
ど
が
増
加
）、「
飲
料
・
嗜
好
品
」（
同

１
０
２
・
０
％
、
国
産
ビ
ー
ル
、
発
泡
酒
な

ど
が
増
加
）
な
ど
。
主
な
減
少
業
種
は
、「
趣

味
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
」（
同
92
・
１
％
、
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ソ
フ
ト
な
ど
が
減

少
）、「
教
育
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
・
宗
教
」（
同

95
・
６
％
、
専
門
学
校
・
各
種
学
校
、
通
信

教
育
な
ど
教
育
関
連
が
減
少
）、「
食
品
」（
同

96
・
８
％
、
健
康
食
品
、
即
席
麺
類
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
な
ど
が
減
少
）、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
」（
同
97
・
０
％
、
婦
人
服
、

紳
士
・
婦
人
靴
な
ど
が
減
少
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
の
経
済
成
長
と
日
本
の
広
告
費

　

２
０
１
４
年
の
名
目
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
） 

の
伸
び
率
は
１・７
％
で
、
プ
ラ
ス
成
長

と
な
っ
た
。
ま
た
２
０
１
４
年
の
名
目
国
内

総
生
産
に
対
す
る
総
広
告
費
の
比
率
は
１
・

26
％
で
前
年（
１・
24
％
）よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
は

２
兆
１
６
１
０
億
円
、
前
年
比
１
０
０
・８
％

と
微
増
な
が
ら
３
年
連
続
で
増
加
し
ま
し
た
。

「
屋
外
広
告
」「
交
通
広
告
」
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
拡
散
を
狙
っ
た
イ
ベ
ン
ト
展
開
や
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
で
増
加
。
無
宛
名
便

（
宛
名
の
な
い
メ
ー
ル
便
）
が
活
発
化
し
て
い

る
「
Ｄ
Ｍ
」、
紙
と
ネ
ッ
ト
の
コ
ラ
ボ
が
話
題

に
も
な
っ
た
「
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
・
フ
リ
ー
マ

ガ
ジ
ン
」、
消
費
者
一
人
一
人
の
目
線
に
立
っ

た
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
堅
調
で

し
た
。
ま
た
、
開
発
に
伴
う
商
業
施
設
に
お

け
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
が
伸
長
し
た
「
展

示
・
映
像
他
」
が
全
体
の
押
し
上
げ
に
寄
与

し
ま
し
た
。「
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
」
や
「
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
と
い
っ
た
分
野
が
改
め
て

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
こ
こ
近
年
の
傾

向
で
現
在
、
日
本
の
広
告
費
に
は
含
ま
な
い

が
、
市
場
も
拡
大
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る
消
費
者
と
の
コ

ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン
ト
増
加
は
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
最
適
な
メ
デ
ィ
ア

選
択
と
新
し
い
企
画
へ
の
試
行
を
加
速
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
の
融
合
や

協
働
な
ど
、
ま
す
ま
す
他
メ
デ
ィ
ア
と
の
連

動
に
目
が
離
せ
な
い
分
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
広
告
は
、
２
０
５
４
億
円
、
前
年
比

１
０
２・５
％
。
車
内
、
駅
構
内
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
新
設
・
増
設
が
続
き
好
調
に
推

移
し
た
一
方
、
中
づ
り
・
ま
ど
上
・
ド
ア
横
な

ど
の
車
内
メ
デ
ィ
ア
は
減
少
し
ま
し
た
。
空

港
関
連
が
伸
び
て
お
り
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
業
種

別
で
は
、「
飲
料
・
嗜
好
品
」「
金
融
・
保
険
」

に
加
え
「
情
報
・
通
信
」（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
）

な
ど
が
堅
調
で
し
た
。

2012 年〜 2014 年 業種別広告費（マスコミ四媒体広告費）
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２
０
１
５
年
３
月
11
日
（
水
）
15
時
30

分
か
ら
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ

大
会
議
室
に
お
い
て
24
名
の
理
事
が
出
席

し
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
今
木
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
き
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

審
議
内
容
は
以
下
の
通
り
。

第
１
号
議
案

平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　

田
之
上
専
務
理
事
か
ら
以
下
の
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
の
我
国
経
済
は
、
４
月
の
消
費

増
税
後
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
等
か
ら

消
費
を
中
心
に
減
速
し
、
広
告
業
界
に
お

い
て
も
、
鉄
道
広
告
は
秋
口
に
か
け
て
低

調
な
状
況
で
推
移
し
た
。
年
末
か
ら
回
復

の
兆
し
も
見
え
始
め
た
が
、
ま
だ
活
況
と

ま
で
は
言
い
難
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
３
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
、

上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業
等
と
明
る
い
話
題

が
あ
る
が
、
我
国
の
経
済
が
本
格
的
な
景

気
回
復
基
調
に
転
ず
る
か
ど
う
か
は
、
厳

し
い
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
引
き
続

き
各
企
業
は
広
告
宣
伝
費
を
支
出
す
る
に

あ
た
り
、
よ
り
厳
し
い
目
で
広
告
効
果
と

効
率
の
よ
い
展
開
を
求
め
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
鉄
道
広
告
と

し
て
は
各
企
業
に
選
択
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
よ
り
一
層
の
価
値
向
上
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、
鉄
道
広
告
の
持
つ

公
益
性
に
一
層
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
発
展
に
対
応
し
、
鉄
道

広
告
の
付
加
価
値
を
よ
り
高
め
る
な
ど
、

社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、

会
員
各
社
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
、

最
大
限
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
で
、
そ
の
中
で
も
公
益
事
業

と
し
て
、
環
境
や
美
観
と
い
う
観
点
か
ら

第
９
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
、
倫
理
と
い
う
観
点
か
ら
第
６
回

マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
等
に

つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
事
業
と
し
て
は
、
鉄
道

広
告
の
技
術
開
発
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
対
応

の
研
究
と
応
用
、
新
し
い
淮
ｅ-

販
促
デ
ー

平
成
26
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
当
協

会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
様
々
な
面
で

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

本
日
は
年
度
末
に
向
か
っ
て
大
変
お
忙

し
い
中
を
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
３
月
11
日
は
、
あ
の
不
幸
な
東

日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。
冒
頭
皆
さ
ま
方
と
共
に

改
め
て
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
多
く
の

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、

未
だ
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

多
く
の
皆
さ
ま
方
の
１
日
も
早
い
解
消
、

そ
れ
か
ら
本
格
的
な
復
旧
復
興
の
早
か

ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
皆
さ

ま
ご
承
知
の
通
り
４
月
の
消
費
増
税
の

影
響
が
、
思
い
の
外
深
刻
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
色
々
な
面
で
景
気
の
足
を
引
っ
張
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
先
日
の
、
電
通
発
表
の
日
本
の

広
告
費
に
よ
り
ま
す
と
我
が
国
の
総
広

告
費
は
３
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り

６
年
ぶ
り
に
６
兆
円
を
超
え
、
そ
し
て

交
通
広
告
費
も
３
年
連
続
で
前
年
を
上

回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大

変
厳
し
い
環
境
の
中
、
皆
様
方
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
の
理
事
会
盛
り
だ
く
さ
ん
の
議

題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
メ
イ
ン
は
な
ん
と

申
し
ま
し
て
も
来
年
度
の
事
業
計
画
で

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
今
よ
う
や
く
景
気
も
回

復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
色
々
な
面
で
予
断
を
許
す
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
特
に
広
告
宣
伝

分
野
は
厳
し
い
と
思
っ
た
方
が
い
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
鉄
道
広
告
が
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
駅
や

車
内
と
い
っ
た
空
間
が
よ
り
付
加
価
値

の
高
い
情
報
発
信
基
地
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
の
た
め
に
は
昨
今
発
展
の
目
覚
ま

し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
通
信
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
も
当
協
会
は
公
益
社
団
法
人

と
し
て
様
々
な
公
益
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、

鉄
道
広
告
の
発
展
の
た
め
に
色
々
な
活

動
を
よ
り
充
実
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
木
会
長
挨
拶

挨拶する今木会長
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タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
普
及
、
交
通
広
告

共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
が
立
ち
上
が
る

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
充
実
・
拡

大
な
ど
を
主
要
課
題
と
し
て
取
組
む
こ
と

と
し
た
い
。

27
年
度
事
業
計
画

１
．
各
委
員
会
の
主
な
活
動
目
標

（
１
）
総
務
・
財
務
委
員
会

・
新
規
会
員
へ
の
入
会
慫
慂

・
支
部
活
動
活
性
化
支
援

・
年
次
報
告
書
の
作
成

・
他
広
告
団
体
と
の
交
流

（
２
）
倫
理
委
員
会

・
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に
基
づ
く
広
告

審
査
実
態
の
継
続
的
把
握

・
鉄
道
広
告
倫
理
綱
領
及
び
掲
出
基
準
の

適
用
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
継
続
実
施

・
広
告
倫
理
に
関
す
る
事
例
研
究
の
実
施

・
日
本
広
告
審
査
機
構
、
日
本
雑
誌
協
会

等
と
の
意
見
交
換

（
３
）
美
観
風
致
委
員
会

・
環
境
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第
９
回

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
美
観
事
例
の
収
集
と
紹
介

・
美
観
風
致
に
関
す
る
教
育
研
修

（
４
）
環
境
委
員
会　

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
配
布
後
の
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
状
況
の
実
態
把
握

・
環
境
に
関
す
る
手
引
書
の
検
討

・
第
９
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

（
５
）
安
全
委
員
会

・
安
全
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進

・「
絵
で
見
る
安
全
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

対
す
る
評
価
・
活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

基
づ
き
、
今
後
の
更
な
る
活
用
策
や
安
全

管
理
体
制
の
構
築
及
び
更
な
る
資
料
等
作

成
の
検
討

・
安
全
作
業
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

（
６
）
標
準
化
委
員
会

・
２
０
１
５
年
度
版
「
全
国
鉄
道
広
告
料

金
表
」
の
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
収
録
、

公
開

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
関
す
る
標
準

化
の
検
討

（
７
）
人
材
育
成
委
員
会

・「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」
別
冊
版
の

発
行

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施

・
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

（
８
）
技
術
開
発
委
員
会　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
交
通
広
告
を
連
動

さ
せ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討

・
進
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
交
通
広

告
の
検
討
と
水
平
展
開

・
交
通
系
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
価
値

向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
の
検
討

・
そ
の
他
鉄
道
広
告
に
応
用
可
能
な
先
端

技
術
情
報
の
収
集
と
共
有
化

（
９
）
調
査
研
究
委
員
会

・
効
率
的
な
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

関
す
る
研
究
の
促
進

・
新
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と

普
及

―
広
告
料
金
、
利
用
者
数
、
輸
送
人
員
等

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
等
の
提
供

・
媒
体
活
用
事
例
の
調
査
と
紹
介

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
演
会
の
開
催

（
10
）
業
務
近
代
化
委
員
会

・
業
務
近
代
化
に
関
す
る
課
題
の
提
言

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
導
入
に
よ
る
近

代
化
目
標
の
検
討

（
11
）
Ｐ
Ｒ
委
員
会　

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
編
集
・

発
行
の
継
続
と
、
掲
載
内
容
の
充
実

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
、
情
報
発

信
の
強
化

・
鉄
道
広
告
枠
を
活
用
し
た
、
各
種
啓
蒙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
伴
う
特
設
サ
イ

ト
の
開
設

・
関
係
す
る
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化

（
12
）
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

・
標
準
化
委
員
会
、
調
査
研
究
委
員
会
、

業
務
近
代
化
委
員
会
と
連
携
し
て
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
拡
充
・
デ
ー
タ
整
備

・
関
東
交
通
広
告
協
議
会
、
日
本
広
告
業

協
会
と
連
携
し
て
調
査
実
施
、
デ
ー
タ
整

備・
交
通
広
告
共
通
指
標
策
定
シ
ス
テ
ム
稼

働
と
運
用

２
．
各
支
部
の
主
な
活
動
目
標

（
１
）
北
海
道
支
部

・
支
部
幹
事
会
の
開
催
：
４
月

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
４
月

・
媒
体
連
絡
会
の
開
催
：
不
定
期

・
媒
体
視
察
研
修
会
の
開
催
：
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２
０
１
５
年
秋
季

・
実
務
研
修
会
（
講
演
会
）
の
開
催
：

２
０
１
６
年
冬
季

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

（
２
）
東
北
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
東
日
本
大
震
災
５
年
目
を
迎
え
、
復
興

に
向
け
た
さ
ら
な
る
支
援
活
動

　
　
　

（
３
）
首
都
圏
支
部

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施
：

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：

７
月
、
10
月
、
２
０
１
６
年
２
月
の
３
回

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：

７
月
６
日 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

・
地
域
間
交
流
の
促
進

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

（
４
）
中
部
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：

７
月
予
定

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
予
定

・
媒
体
等
視
察
研
修
の
実
施

・
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
・
調
査
研
究
事
業
の

実
施

・
支
部
会
員
交
流
会
の
開
催

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施 ・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

（
５
）
近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

・
幹
事
会
の
開
催
：

７
月
、
２
０
１
６
年
３
月
予
定

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
： 

７
月
予
定

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
予
定

・
交
通
広
告
実
務
研
修
会
： 

９
月
予
定

・
地
球
温
暖
化
防
止
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施

・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
向

け
て
の
推
進

・
業
界
諸
団
体
と
の
連
携

（
各
媒
体
社
広
告
会
・
Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
・
関
西
交

通
広
告
協
議
会
等
）

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

（
正
会
員
、
賛
助
会
員
）

（
６
）
四
国
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
： 

６
月

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
：
８
月

・
視
察
研
修
会
の
開
催
：
10
月

・
支
部
会
員
交
流
会
の
開
催
：

２
０
１
６
年
１
月

・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

（
７
）
九
州
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
12
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
： 

12
月

・
支
部
運
営
会
議
の
開
催
：

４
月
、
11
月
、
２
０
１
６
年
３
月

・
西
鉄
交
通
広
告
会
、
福
岡
市
地
下
鉄
交

通
広
告
会
、
九
州
鉄
道
広
告
会
と
の
連
携

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取

組
み

・
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
へ
の
掲
載
及
び

本
部
各
委
員
会
と
の
連
携
強
化

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

３
．
今
後
の
協
会
行
事
計
画

６
月
29
日
（
月
）　

・
定
期
総
会

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト　

（
万
里
の
間
）

セ
ミ
ナ
ー
（
悠
久
の
間
）

懇
親
会
（
万
里
の
間
）

・
理
事
会　

第
１
回　

６
月
11
日
（
木
）

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

会
議
室

（
６
月
10
日
よ
り
日
程
変
更
）

第
２
回　

11
月
（
期
日
未
定
）

第
３
回　

２
０
１
６
年
３
月
（
期
日
未
定
）

第
２
号
議
案

平
成
26
年
度
決
算
（
見
込
）

お
よ
び
平
成
27
年
度
予
算
（
案
）

　

田
之
上
専
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、

本
議
案
は
説
明
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

新
規
会
員
の
入
会
承
認

　

以
下
の
２
社
の
入
会
希
望
が
あ
り
、
提

出
さ
れ
た
会
社
概
要
等
に
つ
い
て
審
査
し

た
と
こ
ろ
、
問
題
が
な
い
た
め
、
平
成
27

年
４
月
１
日
付
で
入
会
を
承
認
す
る
こ
と

と
し
た
い
と
田
之
上
専
務
理
事
か
ら
説
明

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

社
名
：
㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル 

高
松
営
業
所　

正
会
員
（
四
国
支
部
）

代
表
者
：
川
竹　

勝
己

所
在
地
：
香
川
県
高
松
市

社
名
：
㈱
オ
リ
コ
ム 

大
阪
支
社　
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正
会
員
（
近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
）

代
表
者
：
榎
村 

純

所
在
地
：
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

報
告
事
項
①

第
５
回
「
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
実
施
状
況

　

現
在
、
国
土
交
通
省
等
と
連
携
し
実
施

し
て
い
る
「
第
５
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ

Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
以
下
の
通

り
田
之
上
専
務
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

１
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ

○
ホ
ー
ム
転
落
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
へ
。

○
座
席
の
利
用
マ
ナ
ー
向
上
へ
。

２
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い

○
『「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
は
じ
め
よ
う
』
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
の
２

種
類
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

○
「
目
が
不
自
由
な
方
へ
の
お
手
伝
い
す

る
」、「
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
へ
席
を

譲
る
」
た
め
の
「
ひ
と
声
」
を
具
体
的
に

例
示

○
全
国
の
鉄
道
事
業
者
等
と
連
携
し
、
駅

や
車
内
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
す
る
な
ど
、

様
々
な
周
知
媒
体
を
活
用
し
て
、
多
く
の

人
々
に
目
に
触
れ
る
機
会
を
大
幅
に
増
や

す

→
鉄
道
利
用
者
等
に
対
し
て
、「
ひ
と
声
マ

ナ
ー
」
の
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

実
際
の
行
動
（
声
か
け
）
に
つ
な
げ
て
い

く３
．
期
間

２
０
１
５
年
２
月
１
日
（
日
）
～
２
０
１

５
年
４
月
30
日
（
木
）
の
３
ヵ
月
間

４
．
告
知
媒
体

①
駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
１
、
Ｂ
２
）

各
２
種

②
車
内
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
３
）
２
種　

（
印
刷
費
・
発
送
費
は
当
協
会
負
担
）

５
．
参
加
事
業
者
、団
体（
85
社
局
、２
団
体
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、

東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道
、
京
成
電
鉄
、
京

王
電
鉄
、
小
田
急
電
鉄
、
東
京
急
行
電
鉄
、

京
浜
急
行
電
鉄
、
東
京
地
下
鉄
、
相
模
鉄

道
、
名
古
屋
鉄
道
、
近
畿
日
本
鉄
道
、
南

海
電
気
鉄
道
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
阪
急
電

鉄
、
阪
神
電
気
鉄
道
、
西
日
本
鉄
道
、
新

京
成
電
鉄
、
北
大
阪
急
行
電
鉄
、
泉
北
高

速
鉄
道
、山
陽
電
気
鉄
道
、札
幌
市
交
通
局
、

仙
台
市
交
通
局
、
東
京
都
交
通
局
、
横
浜

市
交
通
局
、
名
古
屋
市
交
通
局
、
京
都
市

交
通
局
、
大
阪
市
交
通
局
、
神
戸
市
交
通

局
、
福
岡
市
交
通
局
、
函
館
市
企
業
局
、

仙
台
空
港
鉄
道
、
会
津
鉄
道
、
北
越
急
行
、

上
田
電
鉄
、
ア
ル
ピ
コ
交
通
、
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
、
北
陸
鉄
道
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
、

秩
父
鉄
道
、
銚
子
電
鉄
、
流
鉄
、
北
総
鉄

道
、
東
葉
高
速
鉄
道
、
山
万
、千
葉
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
、
埼
玉
高
速
鉄
道
、
埼
玉
新
都

市
交
通
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
、
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
、
東
京
臨
海
高
速
鉄
道
、
ゆ
り

か
も
め
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
江
ノ

島
電
鉄
、
箱
根
登
山
鉄
道
、
伊
豆
箱
根
鉄

道
、
横
浜
高
速
鉄
道
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
、

横
浜
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
富
士
急
行
、

静
岡
鉄
道
、
京
福
電
気
鉄
道
、
北
近
畿
タ

ン
ゴ
鉄
道
、
能
勢
電
鉄
、
水
間
鉄
道
、
和

歌
山
電
鐡
、
大
阪
高
速
鉄
道
、
北
神
急
行
、

神
戸
電
鉄
、
水
島
臨
海
鉄
道
、
岡
山
電
気

軌
道
、
筑
豊
電
鉄
、
甘
木
鉄
道
、
平
成
筑

豊
鉄
道
、
北
九
州
高
速
鉄
道
、
島
原
鉄
道
、

熊
本
電
鉄
、
南
阿
蘇
鉄
道
、
く
ま
川
鉄
道
、

鹿
児
島
市
交
通
局

日
本
民
営
鉄
道
協
会
、
日
本
鉄
道
広
告
協

会報
告
事
項
②

技
術
開
発
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

田
之
上
専
務
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
本
号
Ｐ
12
の｢

委

員
会
便
り｣

に
詳
細
を
掲
載
）

報
告
事
項
③

｢

ｅ-

販
促
シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル｣

進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
田
之
上
専
務
理
事
か

ら
以
下
の
通
り
説
明
が
あ
っ
た
。

〇
稼
働
状
況

・
月
約
１
６
０
０
件
前
後
の
ア
ク
セ
ス
数
で

順
調
に
稼
働
し
推
移
。

〇
シ
ス
テ
ム
改
修

１
．
改
修
内
容

・「Station AD
 Planner

」

①
逆
引
き
及
び
ダ
イ
レ
ク
ト
検
索
機
能
追

加

技術開発委員会坂田委員長

11 月

12 月

１月

２月

会員

1,598

1,385

1,716

1,634

一般

5

13

8

33

計

1,603

1,398

1,724

1,667

ログイン数
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②
媒
体
の
追
加（
Ｓ
Ｐ
媒
体
、大
型
ボ
ー
ド
）

③
共
同
媒
体
の
検
索
方
法
の
変
更

④
到
達
人
員
／
乗
降
者
数
／
施
設
デ
ー
タ

等
の
調
査
年
月
日
／
ポ
リ
シ
ー
を
明
記

⑤
施
設
デ
ー
タ
の
収
録
距
離
の
修
正

⑥
施
設
デ
ー
タ
の
追
加
（
現
在
１
９
０
業

種
に
10
業
種
追
加
）

・「Train AD
 Planner

」

①
路
線
図
の
追
加（
福
岡
地
区
、札
幌
地
区
）

②
到
達
人
員
／
乗
降
者
数
／
施
設
デ
ー
タ

等
の
調
査
年
月
日
／
ポ
リ
シ
ー
を
明
記

２
．
改
修
時
期

２
０
１
５
年
４
月
使
用
開
始
予
定
で
作
業

中〇
シ
ス
テ
ム
説
明
会
の
予
定

　

新
シ
ス
テ
ム
の
改
修
内
容
告
知
と
交
通

広
告
従
事
２
～
３
年
目
の
方
を
中
心
に
シ

ス
テ
ム
説
明
会
を
５
月
頃
開
催
す
る
予
定

報
告
事
項
④

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
田
之
上
専
務
理
事
か
ら
以
下
の

通
り
説
明
が
あ
っ
た
。

１
．「
共
通
指
標
推
定
モ
デ
ル
」
及
び
「
推

定
シ
ス
テ
ム
」
の
完
成
に
伴
う
報
告
と
説

明
会

　
「
中
づ
り
」「
ま
ど
上
」「
ド
ア
横
」
の
３

ユ
ニ
ッ
ト
に
関
す
る
「
共
通
指
標
推
定
モ

デ
ル
」「
推
定
シ
ス
テ
ム
」
の
完
成
を
受
け
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
の
報
告
と
会
員
社
及

び
外
部
団
体
に
対
す
る
説
明
会
等
を
実
施

し
ま
す
。

３
月
10
日
（
火
）

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会
幹
事
会

３
月
13
日
（
金
）

交
通
広
告
共
通
指
標
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
月
16
日
（
月
）

会
員
社
へ
の
説
明
会

弘
済
会
館
で
開
催
さ
れ
る
首
都
圏
支
部
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
説
明
会
を
実
施
。

他
支
部
等
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
配
布
し
周

知
を
図
る
。

３
月
９
日
（
月
）

日
本
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
へ
の
説
明

３
月
19
日
（
木
）

日
本
広
告
業
協
会
へ
の
報
告
と
説
明

３
月
25
日
（
水
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス　

国
交
省
記
者
ク
ラ
ブ
、

都
庁
記
者
ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
業
界
誌
向
け

に
リ
リ
ー
ス
予
定
。

（
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

http://j-jafra.jp/new
/pdf/150325_

pressR.pdf

２
．今
後
の
指
標
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

４
月　

交
通
広
告
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
発

表
、
稼
働

３
月
～
６
月　

平
成
27
年
度
分
調
査
実
施

・
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査
の
検
討
を
継
続

　

ま
た
、
正
盛
委
員
長
か
ら
次
の
と
お
り

補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　

３
ユ
ニ
ッ
ト
だ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
４
月
か
ら
い
よ
い
よ｢

交
通
広
告
共

通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム｣

を
始
動
す
る
こ

と
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
夏

に
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
弱
を
重

ね
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
各
社

か
ら
メ
ン
バ
ー
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
３
月
９
日
に
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー

ズ
協
会
へ
も
報
告
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

事
務
局
と
Ｓ
Ｐ
委
員
会
委
員
長
へ
報
告
を

済
ま
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
に
向
け

て
の
説
明
会
は
５
月
か
６
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
報
告
に
関
し
ま
し
て
は
、

業
界
と
し
て
の
共
通
の
ス
コ
ア
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
３
月
25
日
発
表
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

は
こ
の
共
通
指
標
推
進
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
で
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
広
告
主
も
分
か
る
よ
う
な
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
手
直

し
を
し
て
お
り
ま
す
。
首
都
圏
支
部
の
セ

ミ
ナ
ー
と
併
せ
て
と
い
う
こ
と
で
、
対
象

が
首
都
圏
支
部
会
員
に
限
ら
れ
ま
す
が
、

３
月
16
日
（
月
）
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
そ
の
時
は
、
実
際
に
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
説
明
い
た

し
ま
す
。
こ
の
リ
リ
ー
ス
に
書
い
て
あ
る

よ
う
な｢

カ
テ
ゴ
ー
リ
ー
ス
コ
ア｣

と
か

｢

適
性
件
数
」
と
は
な
ん
で
す
か
と
い
っ
た

専
門
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
理
解
し
に
く

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
部
分
に
つ
き
ま

し
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
説
明

い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
の
支
部
に
つ
き
ま

し
て
も
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収

録
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
支
部
に
お
配
り

し
、
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
ま
た
検
討

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
度
の

予
算
の
中
に
も
利
用
社
１
社
５
万
円
で
20

社
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
タ

イ
ザ
ー
ズ
協
会
か
ら
の
要
望
で
足
か
け
４

年
で
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
で

アカウンタビリティ向上委員会正盛委員長
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ま
し
た
。

　

こ
の
交
換
会
は
非
常
に
人
気
が
高
く
、

今
回
も
67
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
満

員
の
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
は
以
下
の

通
り
。

円
台
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
鉄
道
広

告
費
も
３
年
連
続
で
前
年
を
上
回
り

２
０
０
０
億
円
台
を
２
年
連
続
で
確
保

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
順
調
に
回
復
し

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
不
安
材
料

が
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

も
ゆ
る
や
か
な
回
復
基
調
で
進
む
と
い

う
こ
と
が
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
順
調

に
進
む
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
の
講
演
が
鉄
道
広
告
の
価
値
を

高
め
、
皆
様
の
会
社
の
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

14
時
00
分　

開
会
挨
拶

技
術
開
発
委
員
会
委
員
長 

坂
田　

英
洋
氏

14
時
05
分

演
題
：

「
２
０
２
０
年
に
む
け
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
未
来
と
交
通
広
告
の
可
能
性
」

講
師
：

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

常
務
理
事

合
同
会
社
江
口
靖
二
事
務
所　

代
表　

江
口　

靖
二
氏

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
月
27
日
（
金
）
Ｊ
Ｒ
恵
比
寿
ビ
ル
10

Ｆ
大
会
議
室
に
お
い
て
、
今
年
も
技
術
開

発
委
員
会
主
催
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し

坂
田
英
洋
委
員
長
挨
拶

　

今
日
の
情
報
交
換
会
に
は
大
勢
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
に
は

日
頃
技
術
開
発
委
員
会
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

技
術
委
員
会
で
は
今
年
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
と
鉄
道
広
告
を

連
動
さ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
何
か

で
き
な
い
か
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
最
新
情
報
の
共
有
化
、さ
ら
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
用
の
検
討
、
ど
ん
ど
ん

進
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
と
鉄
道
広
告
の

融
合
性
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
の
日
本
の
広
告
費
は
３
年
連
続

で
前
年
を
上
回
り
、
６
年
ぶ
り
に
６
兆

委
員
会
便
り

技
術
開
発
委
員
会

デジタルサイネージコンソーシアム　江口靖二氏

挨拶する坂田委員長

す
の
で
車
内
メ
デ
ィ
ア
を
扱
っ
て
い
る
各

社
は
、
極
力
ご
加
入
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

報
告
事
項
⑤

平
成
27
年
度
理
事
会
・
総
会
の
案
内
に
つ
い

て
、
田
之
上
専
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

（
第
３
号
議
案
３
．
今
後
の
協
会
行
事
計
画

の
項
目
参
照
）

　

以
上
を
も
っ
て
今
木
議
長
は
、
16
時
34

分
「
平
成
26
年
度
第
３
回
理
事
会
」
の
閉

会
を
宣
言
し
た
。
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●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ
（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

　●次号Vol.30は6月1日発行予定です。お楽しみに。

編集後記

「
交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ

ム｣

が
誕
生
!!

　

理
事
会
で
の
報
告
並
び
に
３
月
25
日
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
と
お
り
、｢

共
通
指
標

推
定
モ
デ
ル｣

及
び｢

推
定
シ
ス
テ
ム
」

の
完
成
に
伴
い
、４
月
１
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
社
の
皆
さ
ま
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

開通したばかりの北陸新幹線の最高速度は 260km/h、最短で金沢～東京間
は 2 時間 28 分、富山～東京間は 2 時間 8 分でつながりました。そしてま
もなくゴールデンウィーク !! ということで、海あり山ありの北陸、ここには
日本最大級の落差を誇る称名滝もあります。特に、雪解けの時期には、水
量も豊富で迫力ある名瀑を間近にすることができます。マイナスイオンも
たっぷる発生していますので、一度行かれてはいかがでしょうか。この春
の皆さまのおすすめスポット教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

画像は開発段階のものです

15
時
20
分

演
題
：

「
シ
リ
ー
ズ
・
ア
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
名
古
屋
の

展
開
と
新
た
な
取
り
組
み
」

講
師
：

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
交
通
広
告
部　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

川
合　

勲
氏

16
時
10
分

演
題
：

「
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
交
通
広
告
等
に

つ
い
て
」

講
師
：

株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ　

技
術
開
発
委
員
会
事
務
局　

プレスリリースより

ジェイアール東海エージェンシー　川合勲氏

土
屋　

樹
一
氏

16
時
55
分　

閉
会
挨
拶

技
術
開
発
委
員
会
副
委
員
長 

望
月　

敏
弘
氏

閉会の挨拶をする望月副委員長 ジェイアール西日本コミュニケーションズ　土屋樹一氏


